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放射性廃棄物の地層処分の長期的安全性の確保のためには地質環境の長期的な安定性の評価が重要であり，こ
れらの要件により，候補地選定やサイト予定地選定がなされることとなる。特に，地殻変動や，火山活動などの
将来的な変動の予測と影響の評価が重要な検討課題である。東北地域を対象として地殻変動，火山活動について
の検討結果を報告し，これらの地質環境条件がプレート運動を共通の背景としてお互いに関係し合って変動して
おり，長期評価のためには様々な情報を組み合わせて議論することが重要であることや地殻変動区による評価の
考え方などについて述べる。

放射性廃棄物の地層処分は2 0 0 0年の実施主体の設立およびその後に実施されるサイト選定へ向けて研究開発が
進められている。最初に実施される候補地選定作業においては、地層処分の安全性において特に問題となるよう
な場所を避けることとなっており，候補地における調査においては選定された結果を現地調査により確認するこ
とが求められている（サイクル機構、1 9 9 8）。地層処分の長期的安全性の確保のためには地質環境の長期的な安定
性の評価が重要であり，これらの要件により，候補地選定やサイト予定地選定がなされることとなる。特に，地
殻変動や，火山活動などの将来的な変動の予測と影響の評価が重要な検討課題である。

地質環境の将来予測は一般に過去から現在までの地質事象の時空的な変動特性から傾向を見いだし，それを将
来へ外捜する方法が用いられる。事象の発生の仕方には緩慢な事象（侵食，隆起など），突発的な事象（火山，断
層等）があり，評価の方法としては速度論での評価（隆起，断層等），周期性による評価（海水準変動，断層等）
等がある。このうち特にテクトニクスに関わる地質環境条件である，地殻変動や火山活動等については将来予測
のために遡るべき過去の地質時代，対象とする空間的拡がり，外捜するための根拠となる発生メカニズムの検討
などが重要な検討課題となる。また，処分の安全性の評価の観点から事象に関連するどのようなパラメータが重
要なのかに関する検討が必要である。

地殻変動に関しては，現象をコントロールすると考えられるプレートテクトニクスの活動，及びその具体的な
発現である断層の活動特性や地盤の隆起特性などから我が国全体としては過去約5 0万年以降は同様のテクトニク
スにあると考えられる。火山についてはさらにプレートシステムの変遷と深く関わっていることから地域ごとに
遡る期間が異なると考えられ，例えば，東北では日本海拡大が終了した1 4 M a以降が，九州ではフィリッピン海プ
レートの沈み込みが始まった6 M a以降が検討対象とされる。対象とする範囲は同様のテクトニクスの場におかれ
ている例えば東北地域といったスケールを対象とする。現状では，現象の背景となるテクトニクスやメカニズム
は必ずしも解明されているとは言えず，より多くの高精度な様々な分野のデータを取得し，様々な観点から解析
し，経験的に予測の論理を組みたてることとなる。

ここでは，東北地域を対象として地殻変動，火山活動についての検討結果を報告し，これらの地質環境条件が
プレート運動を共通の背景としてお互いに関係し合って変動しており，長期評価のためには様々な情報を組み合
わせて議論することが重要であることや地殻変動区による評価の考え方などについて述べる。


